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資料

１．意義と課題

本稿の目的は、野外教育の歴史的観点からクル

ト・ハーン（Hahn,K.,1886～1974）がどのよう

に評価されてきたのかについて、冒険教育の興隆

時期にあった1970年代前後に焦点を当て、確認す

ることにある。確認にあたっては、ヘルマン・レー

ルス（R・hrs,H.,1915～2012）の文献に注目し

ていく。

まずハーンについてであるが、彼は1900年代に

おける新教育運動の注目すべき教育者であるとい

える。ドイツ生まれのユダヤ人であるハーンの特

筆すべき業績には、ドイツのザーレム校1）やスコッ

トランドのゴードンスタウン校2）といった寄宿学

校の設立、それらの教育活動を基礎に設立した冒

険教育学校アウトワード・バウンド3）、その後の

ユナイテッド・ワールドカレッジ、ラウンド・ス

クエア、国際バカロレアの設立や協力などが挙げ

られる。

ハーンは冒険教育のさきがけとして評され4）、

国際的にも非常に著名な人物である。しかし意外

にもわが国では知名度が低く、彼の実績を論じる

ような書物も少ない。彼自身の論文が少ないこと

や、ナチスとの確執といった彼の持つ複雑な経歴

というものがわが国での紹介を妨げてきたそもそ

もの理由として窺い知れる。

ハーンを基礎とする冒険教育は、環境教育とと

もに1970年代以降の野外教育の重要な要素の一つ

として捉えられてきた5）といえる。今日冒険教育
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は様々な形で発展し、わが国の教育活動にも少な

からず影響を与えてきた。アウトワード・バウン

ドから派生したプロジェクト・アドベンチャーの

ように、人工的に整備した専用施設を活用するケー

スや、簡易的なレクリエーション用具を用いて応

用するプログラムも増えており、このような冒険

教育の活動プログラムが個々のチャレンジやグルー

プでの課題解決を促す体験学習の手法として社会

教育や学校教育の場で活用されるようになってい

る。また近年では企業やスポーツチームの研修に

用いられることも多くなった。

冒険教育とは一般に「自然の中で、さまざまな

困難やストレスをともなう活動を与え、それらを

克服することによって感動や成功感を経験すると

ともに、自己に対する意識を向上させ、人間形成

を図ることを目的としている」（飯田、1997）6）

と考えられるものである。また、アウトワード・

バウンドによって発展してきた野外教育の分野だ

と理解される。7）

冒険教育についてはその教育的効果を実証する

ような研究が国内外で多く見られるものの、しか

しながらハーンの人物そのものに着目するような

研究は非常に少ない。ハーンの理念や実践に注目

した国内の研究に目を向けて例を挙げると、ハー

ンの教育内容と設立当初のアウトワード・バウン

ドのトレーニングに注目した石川（2001）8） や、

ハーンの教育思想を新教育運動・青年運動といっ

た視点から比較した西島（2013）9）、田園教育塾

の観点からヘルマン・リーツとハーンを比較した

ケレンツ（2016）10）、グローバル人材育成につい

て国際バカロレアとその基となったハーンに着目

した本多（2017）11） など、いくつかの論文や講演

録を散見することはできる。しかしながらこれま

での野外教育研究の動向を考えると、特にわが国

においては冒険教育の理念や歴史に目を向けるよ

うな研究が圧倒的に少ないといえる。

なぜハーンに注目すべきかという点であるが、

そこには「生きる力」の教育的要素の一部と考え

られる、現代社会において重要な「体験」や「コ

ミュニケーション」の機会が失われつつあるとい

う危機感がある。ハーンの教育思想の特徴につい

て西島12）は「理性重視でありながらも調和的な人

間像を目指すことにあり、その人間形成を独自の

精神教育の方法によって達成させるというもので

あった」と分析しており、さらに「ハーンの冒険

的な教育活動が当時の青年運動とは違い、最後ま

で民族主義や国家主義に抵抗し、世界市民の育成

を目指して実践されたものである」と主張してい

る。健全な社会を担う若者の人間形成を目指すに

あたり、ハーンの教育実践を今一度評価すること

に意義があると考える。

さて、これまでハーンの教育実践に注目してき

た人物の一人に、ドイツの教育学者ヘルマン・レー

ルスがいる。レールスは教育科学の専門家として

知られており、改革教育学の実践者としてハーン

に注目していた人物である。レールスの特徴はい

くつかの自身の著書でハーンのことを紹介してお

り、1960年代から1980年代にかけて冒険教育が野

外教育の中で発展・普及していく過程において、

ハーンの教育活動を独自の視点から評価していた

ことにある。そこで本稿ではレールスのハーンに

対する評価を冒険教育の発展期にある1960年代と

普及期として考えられる1980年代の二つの時代区

分に分け、それぞれの時期のレールスの視点に注

目していくこととした。

２．1960年代のヘルマン・レールスによるハーン

の教育への評価

レールスの代表著作の一つには、1966年に出版

されたその名も ・KurtHahn・13） というタイトル

の編著書があり、多くの著名人やハーンと関わり

の深い人物からの寄稿が集められている。この著

書は簡単にいえば、これまでのハーンの業績をで

きるだけ時代の流れに沿って一冊にまとめたもの

ということができるだろう。レールスはこの編著

書の中で、『クルト・ハーンの教育思想』14） とい

うタイトルの論文を自身で著しており、ハーンの

特徴について述べている。次の一節は、レールス

がハーンの教育理念について述べている部分であ

る。

「体験療法」はハーンの教育概念の基本理念
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の一つである。生きていくだけで複雑な要求を

される現代社会において、若者は大人になるま

で学ぶ者としての立場を続けることになる。も

し自己発見や自己実現を望むのであれば、テス

トを受けて自身を証明する必要がある。若者は

社会的な病気の中にいる。なぜなら近代社会の

枠組みにおいては、社会の権力に対する若者の

自然な反抗や挑戦が、彼らの基本的な人間とし

ての能力を伸ばすことに繋がっていないからで

ある。このような状況の中で若者の共同体意識

を育む組織が必要であるとして、ハーンは自身

の提案したトレーニングの弾力的なシステムの

中にその要素を体系づけた。そのトレーニング

要素とは運動競技、遠征、研究課題、救助活動

に費やす時間であり、これらは単体で行うこと

も組み合わせることもできる。ハーンの提案す

る枠組みには、教師生徒間の相互の強固な尊厳

が不可欠であり、ペスタロッチがルソーのいう

「ほぼ無制限な自由」という概念に反対するた

めに求めた「賢明な自由の制限」が含まれてい

る。精神的な面がペスタロッチと似ているクル

ト・ハーンは、若者の個性の復活というものに

ついて「自発的な気持ちが湧き出る思いに支え

られている」場合にのみもたらされることを特

に強調して主張していた。15）

このようにレールスは、1960年代の当時の社会

状況において若者の健全な育成のためには、ハー

ンによってもたらされた運動競技、遠征、研究課

題、救助活動といった「体験療法」と呼ばれるも

のが必要であるとしていた。運動競技、遠征、研

究課題、救助活動として示された4つの要素16）は、

ハーン自身が当時から教育活動の柱として据えて

いたものである。このハーンの考えは「奉仕・努

力・不屈」を基本理念とする現在のアウトワード・

バウンドへ引き継がれている。17）

ちなみにレールスはハーンを直接的に野外教育

や冒険教育という視点で評価しているわけではな

い。レールスの述べるハーンの「体験療法」といっ

た基本理念が、アウトワード・バウンドを通して

後に冒険教育としての評価を高めていったと考え

られる。

３．1980年代のヘルマン・レールスによるハーン

の教育への評価

1980年代のレールスの著書において、彼はスポー

ツという立場からハーンの教育活動に注目してい

る。彼は自著である『スポーツ教育学とスポーツ

現実』18） の中で、次のように述べている。

スポーツとスポーツ授業の陶冶価値というテー

ゼが正しい限り、スポーツ経験や体験は、行為

力をフェアな精神に、自発性を協調心に結び付

けている生活実行の形式に変わらなければなら

ない。このような陶冶目標は、エディンバラ公

賞システムでは、スポーツが奉仕、遠足、趣味、

（そのつど、少年のための）身体活動、（そのつ

ど、少女のための）暮らしの設計を包括してい

る広範囲なプログラムの一部として、意識的に

営まれている限り、そこに設定されているとい

える。19）

ここで述べられている「エディンバラ公賞シス

テム」とは、ハーンのゴードンスタウン校での

「モーレイ・バッジ」をもとにした賞システムで

あり、現在にも引き継がれているものである。ま

た、レールスは生活形成力といった観点からアウ

トワード・バウンドの目標を引き合いに出し、次

のように述べている。

その目標は、技能や知識を与えることよりも、

むしろ、生活及び性格訓練である。…（中略）…

参加者の生活経験を意識的に結び付けられる社

会政策的な授業は、活動の共通基盤を固める役

割を果たしている。この短期学校での約4週間

の課程の参加者は、一般的にみてギムナジウム、

職業学校の生徒、職業見習い生、学生である。

このように混合的に構成されていることによっ

て、プロジェクトでの作業を豊かにし、そして、

とりわけその作業がスポーツ遊戯を媒介にして

解決できる多様な社会問題に対し、好都合な雰

囲気が醸し出されるのである。20）

ヘルマン・レールスによるクルト・ハーンの評価
―野外教育の歴史的観点から―
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レールスは生活体験やスポーツを手段とした集

団での作業に教育的な意義を見出していたといえ

る。さらにレールスはアウトワード・バウンド・

スクールについて、「スポーツを中心にしたプロ

グラムの枠内で、いろいろな生活体験が意識的に

グループ編成で一層強く展開されることによって、

学校と労働世界を生産的に補完できるだろう」21）

とも述べており、スポーツによる生活体験といっ

た教育活動の必要性を訴えている。

レールスが当時スポーツに対する見解をどのよ

うに持っていたかについては、『遊戯とスポー

ツ』22） という著書の中で確認できる。レールスに

おいては「生存の保証、生の解釈、生活の克服、

及び生の充実は、スポーツの、とりわけその人間

学的機能を形成している本質的な構成要素なので

ある」23） という見解を持ちながら、スポーツ活動

における生存の保証という点に大きな役割がある

と捉えていた。

危機的状況の中で生き残るということ（サバ

イバル）が、ジョギング、トリム運動、柔術、

サバイバルトレーニング等々の多くのスポーツ

活動の基本的な動機である。サバイバルは、原

始時代の狩猟、採集的生活状況を内容として取

り入れたもので、人里離れた野生的な自然の中

で何日間かにわたって試練に耐えるスポーツ活

動として理解される。24）

レールスはスポーツの価値に野外でのサバイバ

ル活動があることを認めていたといえる。彼はこ

の著書の中で続けて次のようにも述べている。

このようなサバイバル運動は、アメリカ合衆

国において―歴史上の開拓時代の状況と現在の

アウトワード・バウンド・スクールの実践に刺

激されて―かなりの反響を見出した。ナイフ、

火打ち石、及び一日分の糧食だけを装備して森

林の中に投げ出され、磁石や地図を持たずに、

歩いて何日間もかかるほど遠くにある人里に辿

り着くことが要求される。しかしこれらの試み

は、当然の社会的諸要求からの逃避であるとそ

の批判者達から攻撃されるところの近代スポー

ツを代表するものでは決してないのである。25）

上記のように、レールスの捉えるスポーツには

野外でのサバイバルトレーニングのような「生」

を直接的に感じる自然の中での生活体験があり、

そのような生活体験の陶冶目標といった点で、ハー

ンの行う冒険的手法による教育活動に共感してい

たものと考えられる。レールスにおけるハーンの

教育活動の意義とは、身体的な原体験を通して得

られた学びを実際の社会生活に還元し、そのこと

によって社会が健全化することを目標としている

点にあったということができる。

４．まとめ

本稿では、野外教育の歴史的観点から、当時の

ハーンがどのように評価されてきたのかについて、

レールスの見解をもとに確認してきた。1960年代

から1980年代の冒険教育が発展・普及していく時

期において、レールスはハーンの運動競技・遠征・

研究課題・救助活動といった4つの要素によるい

わば「体験療法」といったものの必要性を認め、

さらには「生」を直接的に感じる野外での体験が

健全な社会の形成のために意義あるものと評価し

ていたことを確認することができた。

レールスの評価するハーンの教育活動は、冒険

教育として現代社会にも影響を与えているところ

が大きい。子どもたちの様々な体験が減少してい

るといわれる昨今、健全な社会形成に繋がる野外

教育の意味を問うことが今後一層必要であると考

える。
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sociallysickbecauseintheframeworkofmodern

societyitisnotledbynaturalchallengetoits

powerstodevelopthebasichumancapacities.In

thissituationacollectiveisrequired,anditis

providedinHahn・sschemebyanelasticsystem

oftrainingdevices:thebreakforathletics,theex-

pedition,theprojectandtherescueservice;these

canbeusedeithersinglyorincombination.For

thisastrongmutualrespectbetweenteacherand

pupilisnecessaryandanacceptanceofsensible

limitstofreedom-suchasPestalozzicalledforin

oppositiontoRousseau・ssupposedlyunlimited
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conceptoffreedom.Spirituallyakintohim,Kurt

Hahnassertsevenmoreemphaticallythataper-

sonalrenewalintheyoungcantakeplaceonlyif

・voluntarinessissupportedbycompulsion・.・

16）Hahn,K.（1965）.AddressattheFounding

DayCeremonyoftheAthenianSchool.Kurt

Hahnorg.5-6（http://www.kurthahn.org/writ-

ings/athens.pdf）を参照。

17）日本青年会議所カテゴリー推進室青少年開発

委員会編著（1977）：OUTWARD BOUND

SCHOOL・限界への挑戦・豊かな人間性をめ

ざして、日本青年会議所、17

18）ヘルマン・レールス、長谷川守男・杉本政繁

監訳（1990）：スポーツ教育学とスポーツ現実、

ベースボール・マガジン社

レールスによる原典は、1982年にドイツで出版

されている。

19）ヘルマン・レールス（1990）：前掲書：154

20）ヘルマン・レールス（1990）：前掲書：155-

156

21）ヘルマン・レールス（1990）：前掲書：157

22）ヘルマン・レールス、 長谷川守男監訳

（1987）：遊戯とスポーツ、玉川大学出版部

レールスによる原典は、1981年にドイツで出版

されている。

23）ヘルマン・レールス（1987）：前掲書、240

24）同上

25）同上

付記

本論文の内容の一部は、平成29年度日本児童学

会研究集会及び日本野外教育学会第21回大会で発

表した。

要旨

本稿では野外教育の歴史的観点からクルト・ハー

ンがどのように評価されてきたのかについて、ヘ

ルマン・レールスの見解をもとに確認することを

目的とした。1960年代から1980年代の冒険教育が

発展・普及していく時期において、レールスはハー

ンの運動競技・遠征・研究課題・救助活動といっ

た4つの要素による「体験療法」の必要性を認め、

「生」を直接的に感じる野外での体験が健全な社

会の形成のために意義あるものと評価していたこ

とを確認することができた。

（2018年9月12日受稿）
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